
有松の町並み（重要伝統的建造物群保存地区・日本遺産）

Okashin News　まちなかギャラリー / ノベルティグッズ採用作者への記念品贈呈式及び採用作品展
　　　　　　　　「おかしん先端科学奨学金制度」奨学生による成果発表会

ふれあい探訪

東海道歴史の旅 －池鯉鮒宿・有松－
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▲知立神社池鯉鮒大明神と呼ばれ、江戸時代東海道三社の一つに数えられた名社で、第12代景行
天皇の頃に創建と言われています。住所：知立市西町神田12　T E L：0566-81-0055
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国指定重要文化財

名勝八橋の中心となる寺で、慶雲元年（704年）の創建と伝え
られています。5月に開花する「かきつばた」の名勝地として有名
です。境内にある八橋史跡保存館には県指定文化財の方巌売
茶竹製笈など数十点の文化財が保存されており、在原業平ゆか
りの八橋かきつばたの歴史と文化にふれることができます。

無量壽寺（むりょうじゅじ）

知立神社　多宝塔

並木八丁といわれ、現在は街道沿い約500ｍに並木がありま
す。池鯉鮒宿を描く浮世絵の題材に多く取り上げられ、宿
を代表する風景でした。江戸時代前半にはこの付近で馬市
が開催したことでも知られています。

東海道松並木

馬市の碑

参考文献・写真提供等（池鯉鮒宿）
・知立市公式HP
・知立市観光協会公式サイト「Chiryuppi便り」
・愛知県の公式観光ガイドHP「Aichi Now」

住所：知立市八橋町寺内61-1
T E L：0566-81-4028

境内に建てられている多宝塔は国の重要文化財であり、
古額、舞楽面、能面等は県指定に、獅子頭面などが市
指定の文化財になっています。

ありわらのなりひらおいさ

ほうがんばい※

※八橋史跡保存館は文化財等保護のため現在休館中

◀池鯉鮒宿のみどころは
　こちらから
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日本遺産 重要伝統的建造物群保存地区

　なまこ壁や格子の町屋が連なる有松の東海道沿いの町
並みは、平成28年7月に重要伝統的建造物群保存地区に
選定されました。また、有松地区の文化・伝統を語るス
トーリーが令和元年5月に日本遺産に認定されました。
服部家住宅（井桁屋）をはじめ、江戸期、明治期、昭和前
期の時代ごとの主屋を見ることができます。
※個人住宅の内部は非公開です。散策の際には、住民の方の
プライバシーに十分配慮していただくようお願いします。

　当初は絞商の山田与吉
郎家の建物であり、平成
16年（2004）からは中濱家
（中濱商店）の建物として
使われています。土蔵の
軒先の瓦に「山ヨ」の印
が入っており、山田家が
所有していた頃の名残が
感じられます。

有松の町並み

中濱家住宅
◆国登録有形文化財　◆主屋：明治中期頃建造

　竹田家は、寛保年間（1741
～44）に絞業を営んでいた竹田
嘉七郎に始まると伝えられて
います。時代とともに改造さ
れながらも、江戸末期の様式
を継承した主屋、14代将軍徳
川家茂が訪れたとされる茶室
「裁松庵」、明治から大正にか
けて整備された土蔵群や洋間、
書院座敷、門、塀等が現存し、
有力な絞商の屋敷構えの典型
例をみることができます。

竹田家住宅（竹田嘉
か

兵
へ

衛
い

商店）
◆市指定有形文化財　◆主屋：江戸末期建造

　小塚家が有松に居を構
え た の は 、 寛 文 年 間
（1661～1673）と言われ
ています。卯建をあげる
主屋が特徴的で、主屋、
水屋、表蔵、南蔵、茶室
等の絞商の屋敷構えが一
式で残っています。明治
期まで絞商を営んでいま
した。

小塚家住宅
◆市指定有形文化財　◆主屋：文久2年頃(1862)建造

　主屋は、平入、桟瓦葺、
1階には格子をはめ、2階は
重厚な塗籠造で、虫籠窓と
なっており、江戸末期の絞
商の主屋の特徴を残してい
ます。

岡家住宅
◆市指定有形文化財　◆主屋：江戸末期頃建造と推定

　服部家（井桁屋）は、寛政2年
（1790）に創業した絞商です。
敷地の間口は、有松の中で最
大であり、江戸末期から明治
30年代にかけて整備された建
物が数多く残っています。主
屋、絞りの原材料や米を貯蔵
するための蔵、接客用の書院
座敷などが建ち並び、有力な
絞商の屋敷構えを今なおよく
残しています。

服部家住宅（井
い

桁
げた

屋）
◆県指定有形文化財　◆主屋：文久元年（1861）建造

土曜・日曜（年末年始除く）に
建物公開しています。
【公開時間】10:30 ～ 15:30
（見学無料）

❶❶

❷❷

❹❹ ❺❺

❸❸

さいしょうあん

いえもち

うだつ

東海道五十三次の39番目 池鯉鮒宿は、西三河一の名社ともいわれる知立神社（池鯉鮒大明神とも称する）の
御手洗池に鯉や鮒が多くいたことに由来するといわれています。

池鯉鮒宿と鳴海宿の間に、慶長13年（1608年）藩の推奨により開村された有松。東海道五十三次一の
名産品として「有松絞り」が広く親しまれ、広重や北斎の浮世絵にも紹介されています。

当時の面影を残した家屋が立ち並ぶ町並みは、江戸時代にタイムスリップしたような風情を味わえます。

東海道歴史の旅 池鯉鮒宿・有松の名所を巡る

※池鯉鮒宿／宿人口1,620人、家数292軒、旅籠35軒、本陣1軒、脇本陣1軒
『東海道宿村大概帳』（江戸時代末期）より
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N
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有松天満社有松天満社

住所：名古屋市緑区有松3008　電話：052-621-0111
開館時間：9時30分～17時（実演は16時30分まで）
入館料（資料室見学）：大人300円ほか
休館日／年末年始（臨時休館あり）、6月第1土日の絞りまつり前後3日間

　有松絞りの歴史や行程・技法をわかりやすく見ることが
できます。また、衣類や小物、置物など様々な有松絞りの
作品の販売も行っています。

住所：名古屋市緑区有松2338　電話：052-621-3000
開館時間：10時～16時　入館料（資料室見学）：大人200円ほか
休館日／月～金曜日（土・日・祝祭日・平日団体予約は開館)、年末年始

　有松にある山車三輛（布袋車・唐子車・神功皇后車）を
毎年交代に展示し、まつり文化を紹介しています。また、
「有松山車まつり」の様子をビデオで見ることもできます。

　有松を代表する絞商（大
井桁屋）の建物として建て
られ、昭和8年（1933）か
らは棚橋医院として約50年
間使われてきました。平成
23年から3年かけ、屋根の
葺き替え、座敷の復原、耐
震補強などの大がかりな改
修を行いました。

棚橋家住宅
◆国登録有形文化財　◆主屋：明治9年（1876）建造

　明治期に創業した絞商
（井桁一）の屋敷の大部分が
当時のまま残っています。
虫籠窓の格子に金属製の丸
棒を使用することは、明治
期以降にみられる主屋の特
徴の一つです。塗籠造、な
まこ壁をもつ主屋西隣の土
蔵の重厚な外観は行き交う
人の目を引きます。

服部良也家住宅
◆県指定有形文化財（土蔵）　◆主屋：明治28年（1895）建造

❻❻ ❼❼

有松・鳴海絞会館 有松山車会館❽❽ ❾❾

いち

参考文献等（鳴海宿）

・名古屋市観光文化交流局歴史まちづくり推進室（写真提供）
・名古屋市公式HP
・愛知県の公式観光ガイドHP「Aichi Now」

◀有松の
　みどころは
　こちらから
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まちなかギャラリー（２０２１年２月１７日㈬～３月１０日㈬）
　当金庫は、障がいがありながらも素晴らしい絵の才能を持つアーティストたちの自立に取り組む
一般社団法人アティックアートの活動を応援しています。
　愛知県と一般社団法人アティックアートとの連携により、県内24の企業や団体によって障がいの
ある方の作品をデザイン化し制作されたノベルティグッズとその原画を展示する「まちなかギャラ
リー」を開催しました。
　当金庫がこれまでボックスティッシュ、マスクケース、ウェットティッシュなどのノベルティ
グッズに採用した原画を多くの方にご覧いただけるよう、本店営業部、知立支店、豊田南支店、花
田支店、名古屋支店の各ロビーで展示しました。
　２月24日㈬には、当金庫本店営業部ロビーに展示された原画やノベルティグッズを愛知県知事の
大村秀章氏が視察されました。

展示作品を説明する当金庫理事長田中秀明（左）と
愛知県知事大村秀章氏

本店営業部の展示風景

ノベルティグッズ採用作者への記念品贈呈式及び採用作品展
　2021年３月21日㈰愛知芸術文化センターにおいて、あいちアール・ブリュット展（2020.9.17
～9.22）の展示作品の中から県内18の企業のノベルティグッズ50点にデザインとして採用された
作品の作者36名の方に、愛知県、一般社団法人アティックアート、採用企業から記念品が贈呈され
ました。
　当金庫は、野澤将矢氏（クリアファイル）、内藤涼太氏（ウェットティッシュ）、杉浦智哉氏（マスクケー
ス・メモ帳）の３名の方に記念品を贈呈しました。
　また、３月16日㈫～21日㈰には採用作品展「あいちアール・ブリュット×アティックアート」を
愛知芸術文化センターで開催しました。

本誌人気４コマ漫画「だりやちゃん」の作者で漫画家・いしはらいずみ（本名・石原 泉）氏が
令和３年２月17日に逝去されました。「だりやちゃん」は昭和51年１月（１９７６年）から
「おかしん」に連載を開始、これまで45年間（５４０回）に亘って執筆いただきました。
いしはらいずみ氏の功績に感謝するとともに、心からご冥福をお祈り申し上げます。

Okashin News おかしんからのお知らせ
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問 題

本能寺の変を知った家康公の一行が、急ぎ岡崎に帰ったコースはどれでしょうか？

　「神君伊賀越え」と呼ばれる家康公の大きな危機のひとつで
す。信長の死を知った家康公は、明智勢と一戦を交え京の知恩院で後を
追って死のうと考えたようですが、本多忠勝らの説得によって思いとどま
りました。そして最短のコースを通ってまず岡崎に帰り、その後に明智光
秀追討の兵を起こそうとしたのです。伊賀越えは夜盗も多く、幾多の危機
に直面しましたが、御用商人の茶屋四郎次郎清延の機転や地縁を持つ服部
半蔵正成ゆかりの伊賀衆などの助けもあり、無事、伊勢の白子浜（鈴鹿市）
まで辿り着くことができたのです。

⑴ 伊賀の山中を越え、伊勢からは船を使って帰った。
⑵ 大坂から船で紀伊半島を回り帰った。
⑶ 和歌山に南下し、紀伊半島を横断して帰った。
⑷ 京都から東海道を陸路で帰った。

正解……⑴

解 説

伊賀越え「御斎峠」からの眺望（伊賀市）
おとぎ

家康公検定 3過去問に挑戦 !
ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」が本能寺の変をクライマックスに完結し、地域の話題は２年後
（2023年）の「どうする家康（仮題）」に移ってゆきます。この「本能寺の変」の勃発は、信長に招
かれ僅かな家臣団しか従えずに堺（大阪府堺市）にいた家康公にとって、まさに「どうする！?　家
康」のときでした。さあ、家康公一行はどのような判断をし、岡崎に戻ったのでしょうか。

きりん

しんくん

しろ　こ　はま

「おかしん先端科学奨学金制度」奨学生による成果発表会開催
　2021年2月24日㈬～3月31日㈬、「おかしん先端科学奨学金制度」の奨学生による成果発表会が
開催されました。「おかしん先端科学奨学金制度」は、地域社会の発展と人材育成に寄与すること
を目的に、岡崎市にある「大学共同利用機関法人自然科学研究機構」との地域連携協定に基づき、
当金庫が2012年8月に創設した制度です。
　本年度は感染症対策のため、初の試みとして、オンライン開催となりましたが、期間中であれば
いつでもご覧いただけるという動画配信の利点を活かし、多くの方にご視聴いただくことができま
した。

動画配信の様子

おかしん先端科学奨学金奨学生　発表テーマ
１．『ゼブラフィッシュ幼魚で探る、脊髄運動系神経回路の作動様式』
　　　　　　　　川野幸平氏〈基礎生物学研究所/基礎生物学〉
２．『光合成生物が光を集め、時には捨てる仕組み』
　　　　　　　　渡邉顕正氏〈基礎生物学研究所/基礎生物学〉
３．『細胞が電気信号を生み出す仕組み
　　　～イオンチャネルが持つ精妙なからくりを紐解く～』
　　　　　　　　平澤輝一氏〈生理学研究所/生理科学〉
４．『単一分子で発電する有機太陽電池』
　　　　　　　　Lee,Jihyun氏〈分子科学研究所/機能分子科学〉
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日吉山王社展
～瀧山寺・瀧山東照宮　共に育んだ歴史と文化～

修復工事竣工記念

開館時間：10：00～17：00
　　　　　（入館は16：30まで）
休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
　　　　12月31日～１月３日　　　　　
入館料：無料
住　所：岡崎市伝馬町１丁目58
電　話：0564－24－2367

岡崎市北部の『滝町』は、中世以来の歴史に育まれた文化財が数多く集中する地域です。
このたび日吉山王社本殿の保存修理工事竣工を記念し、素晴らしい文化財の数々や、それらを
後世に継承するための修復・整備活動、また修復工事の様子をご紹介する企画展を開催いたします。

主催：特定非営利活動法人滝山寺地区文化財を修復・整備する会・岡崎信用金庫　　協力：（宗）瀧山寺・（宗）瀧山東照宮・田中社寺（株）・岡崎市教育委員会

会場／岡崎信用金庫資料館

※感染症対策のため、入館時の検温・手指消毒およびマスク着用のご協力をお願いいたします

免震化工事を終えリニューアルオープンします！

オト・リバー
サイドテラス

桜城橋 明代橋

2021年 4月10日㈯～5月30日㈰
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